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4

○
教
育
行
政
に
つ
い
て 

・
情
操
教
育
に
お
け
る
取
り
組
み 

・
学
校
体
育
施
設
夜
間
開
放
の
有
料
化

見
直
し 

・
西
中
学
校
生
徒
死
亡
事
故
の
そ
の
後

の
状
況 

小
林
　
貴
浩
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
足
利
再
生
３
本
の
矢 

・
行
財
政
改
革 

・
ま
ち
づ
く
り 

・
地
方
分
権 

平
塚
　
　
茂
　
議
員 

○
足
利
市
の
危
機
管
理
に
つ
い
て 

・
市
役
所
へ
の
訪
問
者
が
暴
力
行
為
や
放

火
な
ど
を
し
よ
う
と
し
た
と
き
の
対
策 

・
携
行
缶
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
補
給
の
際

の
事
故
対
策 

○
ご
み
屋
敷
等
に
よ
る
近
隣
迷
惑
の
解
決 

　
に
つ
い
て 

・
ご
み
屋
敷
に
よ
る
火
災
や
異
臭
、
樹

木
や
雑
草
な
ど
の
放
置
に
よ
る
近
隣

の
迷
惑
状
況
へ
の
対
応 

○
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

・
セ
イ
フ
テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
、
市
民
と
と
も
に
危

険
箇
所
を
な
く
し
て
い
く
活
動
の
推
進 

○
足
利
市
の
救
急
体
制
に
つ
い
て 

・
救
急
患
者
の
病
院
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実 

荻
原
　
久
雄
　
議
員 

○
足
利
市
民
総
発
電
所
構
想
に
つ
い
て 

・
足
利
市
民
総
発
電
所
構
想
の
進
捗
状
況 

・
足
利
市
民
総
発
電
所
構
想
に
よ
り
期

待
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
今
後

の
取
組
み 

○
栃
木
県
立
足
利
図
書
館
に
つ
い
て 

・
栃
木
県
立
足
利
図
書
館
の
移
管
計
画

と
そ
の
対
策 

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

横山 育男 
議 員 

平塚　 茂 
議 員 

小林 貴浩 
議 員 

市
長
・
教
育
長 

市
長
・
産
業
観
光
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

行
政
委
員
会
事
務
局
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

消
防
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

教
育
長 

福
祉
部
長

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

市
長
・
生
活
環
境
部
長 

市
長
・
教
育
次
長 

平成24年度　決算 

　
　
　
　
　
　
市
が
公
費
助
成
事
業
を
開

始
す
る
こ
と
で
、
予
防
接
種
を
受
け
る
人

が
増
え
、
高
齢
者
の
肺
炎
を
減
ら
し
、
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
高
齢
者
の
医
療
費
削

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
は
足
利

市
医
師
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
で
の
実
施
に
向
け
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

市
政
運
営
し
て
い
く
上
で
の 

　
　
　
　
　
議
会
対
応
を
問
う
！ 

     

　
市
長
に
は
市
政
運
営
し
て
い
く
上

で
、
市
民
同
様
、
議
員
に
対
し
て
も

「
オ
ー
ル
足
利
」
の
態
勢
で
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
議
会
と
よ
く
議
論
し
、
政
争
を

引
き
ず
ら
ぬ
対
応
を
望
む
が
、
所
見
を
聞

き
た
い
。 

　
　
　
　
　
政
争
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

足
利
市
に
と
っ
て
決
し
て
良
い
事
で
は
な

い
。
今
後
も
市
の
発
展
の
た
め
に
、
議
会

に
対
し
て
早
い
情
報
提
供
と
丁
寧
で
真
摯

な
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

　
市
長
は
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に

対
し
、
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と

思
う
。
夜
間
開
放
さ
れ
て
い
る
学
校
体
育

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
電
気
使
用
料
相
当
分
が
実
費
徴
収
さ

れ
て
い
る
が
、
再
度
無
料
化
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
現
在
、
少
年
等
の
団
体
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
一
般
利
用
者
の
１
／
２

に
負
担
額
を
軽
減
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
供
た
ち
の
体
力
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

へ
の
意
識
高
揚
を
図
る
面
か
ら
も
、
利
用

料
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

足
利
市
を
元
気
に
す
る 

　
　
三
本
の
矢
に
つ
い
て
問
う
！ 

     
　
市
長
の
選
挙
公
約
に
、「
国
・
県

と
の
連
携
に
よ
る
産
業
団
地
の
早
期

造
成
と
優
良
企
業
の
誘
致
」
と
あ
る
が
、

誘
致
す
る
企
業
は
ど
の
よ
う
な
業
種
で
ど
の

よ
う
な
規
模
の
会
社
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
具
体
的
な
業
種
等
に
つ
い
て

は
ま
だ
言
え
る
状
況
で
は
な
い
が
、
い
わ

ゆ
る
ハ
ー
ド
的
な
製
造
業
以
外
に
も
ソ
フ
ト

産
業
的
な
分
野
に
も
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
多
方
面
か
ら
私
の
人
脈
を
生
か

し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。 

　
本
市
の
財
政
の
立
て
直
し
は
ど
の

よ
う
な
手
法
で
行
う
の
か
。
短
期
的
、

中
期
的
、
長
期
的
な
目
標
と
具
体
的
な
目

標
数
値
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
今
後
と
も
、
第
6
次
足
利

市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
。
改
革
の
推

進
に
当
た
り
、
本
年
度
の
見
直
し
に
お
い

て
、
当
初
の
数
値
目
標
を
達
成
し
て
い
る

項
目
に
つ
い
て
は
、
よ
り
高
い
数
値
目
標

を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

ご
み
や
樹
木
な
ど 

　
　
近
隣
迷
惑
の
対
応
を
問
う
！ 

     

　
空
き
家
で
は
な
く
住
民
が
住
ん
で

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
み
が
あ

ふ
れ
、
樹
木
が
茂
る
な
ど
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
市
と
し
て
の

対
応
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
近
隣
住
民
に
多
大
な

迷
惑
を
及
ぼ
す
場
合
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
や
自
治
会
な
ど
地
域
と
連
携
し
、
情

報
を
共
有
す
る
中
で
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
行
い
、
近
隣
住
民
の
良
好
な

生
活
環
境
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。 

　
救
急
車
が
到
着
し
て
か
ら
病
院
に

収
容
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
が
か
か
り

過
ぎ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
救
急
車
が

来
て
も
、
な
か
な
か
病
院
に
向
け
て
走
り

出
さ
な
い
と
い
っ
た
声
も
聞
く
。
本
市
の

救
急
体
制
の
現
状
を
聞
き
た
い
。 
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○
自
然
災
害
に
つ
い
て 

・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
雷
雨
、
竜
巻
対
策 

○
農
業
行
政
に
つ
い
て 

・
６
次
産
業
化 

○
投
票
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て 

・
投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
の
対
策 

○
交
通
行
政
に
つ
い
て 

・
福
居
駅
東
口
及
び
跨
線
橋
の
設
置 

大
島
　
　
綾
　
議
員 

○
食
品
の
大
量
廃
棄
問
題
に
つ
い
て 

・
食
品
ロ
ス
の
削
減 

・「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
の
創
設 

○
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て 

・「
地
域
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」の
策
定 

○
福
祉
政
策
に
つ
い
て 

・
障
が
い
者
雇
用
対
策 

・
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法 

吉
田
　
晴
信
　
議
員 

○
地
方
公
務
員
の
給
与
問
題
に
つ
い
て 

・
市
職
員
の
給
与
減
額 

○
人
権
推
進
に
つ
い
て 

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進 

・
女
性
管
理
職
の
登
用
促
進 

尾
関
　
栄
子
　
議
員 

○
「
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
の
実
現
を
」

に
つ
い
て 

　
・
生
活
保
護
基
準 

○
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
介
護
に
つ
い
て 

　
・
国
民
健
康
保
険
制
度 

　
・
介
護
保
険
制
度 

○
環
境
と
住
民
に
配
慮
し
た
防
犯
灯
に
つ

い
て 

　
・
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

○
議
案
第
50
号 

足
利
市
職
員
等
退
職
手

当
条
例
の
改
正
に
つ
い
て 

○
議
案
第
51
号 

足
利
市
税
条
例
等
の
改

正
に
つ
い
て 

生
活
環
境
部
長 

吉田 晴信 
議 員 

大島   綾 
議 員 

市
長
・
教
育
長 

市
長
・
産
業
観
光
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

荻原 久雄 
議 員 

行
政
委
員
会
事
務
局
長

行
政
委
員
会
事
務
局
長 

行
政
委
員
会
事
務
局
長 

市
　
長 

市
　
長 

消
防
長

消
防
長 

消
防
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

教
育
長 

福
祉
部
長 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

市
長
・
生
活
環
境
部
長 

市
長
・
教
育
次
長 

平成24年度　決算 

　
　
　
　
　
通
報
を
受
け
て
か
ら
病
院
に

患
者
を
収
容
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は

38.9
分
で
あ
り
、
県
内
で
は
、
13
消
防
本

部
中
４
番
目
に
速
い
。
時
間
が
か
か
っ
た

原
因
は
、
救
命
救
急
士
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る

特
定
行
為
や
、
受
け
入
れ
先
の
病
院
が
な

か
な
か
決
ま
ら
な
い
こ
と
も
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
病
院
・
医
師
会
な
ど
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
受
け
入
れ
態
勢

の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

足
利
市
民
総
発
電
所
構
想
に
よ
り 

期
待
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
問
う
！ 

     

　
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
実
現
す
る

電
気
事
業
法
改
正
案
に
伴
い
、
足
利

市
民
総
発
電
所
構
想
に
関
連
し
、
期
待
さ

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究
と
成
果
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
効
率
的
に
行
う
事
業

体
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、

複
数
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
や
、
市
内
で

の
節
電
分
を
発
電
効
果
と
み
な
す
ネ
ガ
ワ
ッ

ト
事
業
な
ど
、
電
力
を
ト
ー
タ
ル
で
運
用

で
き
る
仕
組
み
作
り
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

　
本
市
の
投
票
区
の
う
ち
第
35
投

票
区
（
足
利
八
木
節
振
興
セ
ン
タ
ー
）

は
、
有
権
者
数
が
5
千
600
人
余
と
市
内
で

一
番
多
い
。
投
票
区
を
分
割
し
、
有
権
者
の

利
便
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
投
票
区
で

は
一
時
的
に
は
混
雑
す
る
時
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
投
票
に
当
た
っ
て
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
な
い
。
早
急

に
分
割
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
の
有
権
者
数
の
推
移
等
を
注
視
し
な

が
ら
対
応
し
た
い
。 

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
！ 

     

　
本
来
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
捨
て
ら
れ
て
い
る
「
食
品
ロ
ス
」

を
削
減
す
る
た
め
に
、
市
を
あ
げ
て
意
識

向
上
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
食
品
業
者
、
小
売
店
、

飲
食
店
等
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
民

に
対
し
て
は
出
前
講
座
等
を
開
催
し
、
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

　
市
は
民
間
企
業
に
障
が
い
者
雇
用

を
推
進
す
る
立
場
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
今
後
、
知
的
障
が
い
者
も
職
員
と
し

て
公
募
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
本
市
は
知
的

障
が
い
者
の
公
募
は
行
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
障
が
い
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た

め
の
公
的
機
関
と
し
て
の
責
務
、
地
域
社

会
の
一
事
業
者
と
し
て
の
責
務
を
考
え
た

時
、
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
！ 

     
　
女
性
が
参
画
し
た
組
織
運
営
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
女
性

が
地
域
、
行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
点
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
の
か
。 
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